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少
子
・
高
齢
社
会
の
一
層
の

進
展
や
人
口
減
少
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
い
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
夫
婦

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
、
家
族

内
の
見
守
り
や
介
護
機
能
の
低

下
、
地
域
連
帯
感
の
希
薄
化
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
脆
弱

化
が
顕
著
に
な
り
、
地
域
に
お

い
て
は
生
活
困
窮
・
ひ
き
こ
も

り
・
孤
独
死
・
災
害
時
支
援
・

消
費
者
被
害
な
ど
、
地
域
か
ら

の
孤
立
を
起
因
と
す
る
様
々
な

生
活
課
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
本
年
は
介
護
保
険

制
度
を
は
じ
め
と
す
る
福
祉
を

取
り
巻
く
制
度
改
正
の
準
備
が

本
格
化
す
る
年
で
、
地
域
が
持

つ
力
と
公
的
な
支
援
体
制
の
協

働
が
制
度
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
り
、
社
協
の
今
後
の
事
業

活
動
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
重

要
な
時
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、

平
成

28
年
度
に
町
と
連
携
し
て

策
定
し
た
「
あ
っ
け
し
地
域
福

祉
実
践
プ
ラ
ン
２
０
１
７
」
に

基
づ
き
、
身
近
な
地
域
を
基
盤

と
し
た
住
民
参
加
、
協
働
に
よ

る
住
民
相
互
の
支
え
あ
い
活
動

の
促
進
や
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
社
会
的
孤
立
の
防
止
に

向
け
た
取
組
み
な
ど
、
地
域
住

民
が
主
役
と
な
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

従
来
か
ら
の
地
域
福
祉
事
業

に
お
い
て
は
、
地
域
課
題
を
迅

速
か
つ
的
確
に
取
り
だ
し
、
各

種
制
度
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
な
げ
る
、
必
要
に
応
じ

て
支
え
あ
い
活
動
を
作
り
出
す

と
い
っ
た
視
点
で
活
動
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
あ
っ
け
し
に

お
け
る
権
利
擁
護
事
業
や
総
合

相
談
事
業
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
は
、

独
立
採
算
の
経
営
理
念
の
も
と

効
率
的
か
つ
効
果
的
で
適
切
な

事
業
運
営
に
努
め
、
利
用
者
本

位
で
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
町
が
実
施
す
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
一
部
サ
ー
ビ
ス
が
移
行
す
る

た
め
、
利
用
者
が
ス
ム
ー
ズ
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
支
援
を
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
基
本
に
し
て
、

平
成

29
年
度
の
事
業
推
進
に
あ

た
り
、
次
の
こ
と
を
重
点
推
進

項
目
と
し
て
、
町
民
の
み
な
さ

ん
を
は
じ
め
行
政
や
各
団
体
、

企
業
等
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
な
が
ら
「
地
域
か
ら

発
信
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
積
極
的
に
各
事
業

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
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平
成
29
年
度
事
業
計
画
と
予
算

地
域
か
ら
発
信
す
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

事
業
を
推
進
し
ま
す

本
会
評
議
員
会
が
、
３
月

24
日
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

平
成
29
年
度
事
業
計
画
と
予
算
を

承
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

１ 改正社会福祉法に基づいた経営組織のガバナンス強化

２ 地域住民を主体とする地域福祉活動の推進

３ ニーズに迅速・的確に対応できる総合相談窓口の充実

４ 在宅・施設での生活を支える介護保険サービスの提供

５ 新たな介護予防・日常生活支援総合事業の取組み

重点推進項目

事
業
方
針



➊
法
人
本
部
事
業

〔
法
人
運
営
事
業
〕

・
理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催

・
定
期
的
な
監
査
の
実
施

・
部
会
・
委
員
会
等
の
開
催

・
総
括
的
な
財
務
管
理

・
福
祉
団
体
へ
の
支
援(

助
成
、

団
体
事
務)

・
広
報
活
動
（
広
報
誌
の
発
行
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
）

〔
福
祉
推
進
事
業
〕

・
地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
の
開
催

・
緊
急
情
報
キ
ッ
ト
「
か
け
は

し
」
の
推
進

・
た
す
け
あ
い
チ
ー
ム
実
践
地

区
の
助
成
と
助
言

・
地
域
福
祉
懇
談
会(

座
談
会)

の
実
施

・
住
民
主
体
の
サ
ロ
ン
活
動
へ

の
支
援

・
ふ
ら
っ
と
ニ
コ
ニ
コ
広
場
の

実
施

・
ふ
れ
あ
い
会
食
会(

月
１
回)

の
実
施

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー

の
実
施

・
障
害
者(

児)

ふ
れ
あ
い
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
協
力

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
〕

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク(

登
録
・

斡
旋
・
相
談)

の
体
制
整
備

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
推
進

・
ハ
ー
ト
コ
ー
ル
事
業
の
推
進

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
連

絡
会
の
開
催

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
取

組
み(
炊
き
出
し
訓
練)

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
実

施
・
福
祉
教
育(

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア)

の
推
進

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
愛
ラ
ン
ド
参

加
へ
の
支
援

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
発
行

〔
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
〕

・
道
社
協
貸
付
制
度
の
受
付
事

務
及
び
償
還
指
導

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

と
の
連
携

〔
低
所
得
者
資
金
貸
付
事
業
〕

・
独
自
の
緊
急
貸
付
制
度
の
貸

付
事
務
及
び
償
還
指
導

➋
受
託
事
業

〔
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

・
一
般
車
両
に
よ
る
移
動
が
困

難
な
障
が
い
者
等
の
送
迎

〔
福
祉
バ
ス
運
行
管
理
事
業
〕

・
福
祉
バ
ス
の
運
行

〔
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
〕

・
元
気
い
き
い
き
教
室(

年
24
回)

〔
福
祉
相
談
事
業
〕

・
地
区
相
談
所(

随
時)

・
中
央
相
談
所(

奇
数
月
）

・
無
料
法
律
相
談(

年
３
回)

〔
権
利
擁
護
事
業
〕

・
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
っ
け
し
の
運
営

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

推
進

・
法
人
後
見
受
任
に
よ
る
支
援

・
市
民
後
見
人
養
成
講
座

➌
訪
問
介
護
事
業

〔
訪
問
介
護
事
業
〕

・
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
介
護
予
防
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

〔
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
〕

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
実
施

〔
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〔
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業
〕

・
介
護
保
険
非
該
当
高
齢
者
へ

の
援
助(

ヘ
ル
パ
ー
派
遣)

➍
居
宅
介
護
支
援
事
業

〔
居
宅
介
護
支
援
事
業
〕

・
介
護
保
険
に
係
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
提
供

・
介
護
に
関
す
る
相
談
業
務

➊
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

〔
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園

（
介
護
老
人
福
祉
施
設)

〕

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
サ
ー
ビ

ス
の
提
供(

※
多
床
室

50
名)

・
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
等
の
更

新
整
備

〔
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
入
所
者
生
活
介
護
〕

・
ユ
ニ
ッ
ト
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
提
供(

※
２

ユ
ニ
ッ
ト

18
名)

〔
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
〕

・
短
期
入
所(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ)

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
介
護
予
防
短
期
入
所(

シ
ョ
ー

ト
ス
テ
ィ)

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〔
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業
〕

・
短
期
間
宿
泊
に
よ
る
生
活
指

導
等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〔
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

短
期
入

所)

の
提
供[

対
象
／
区
分
認

定
１
～
６]

➋
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

〔
通
所
介
護
事
業
〕

・
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

・
介
護
予
防
通
所
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

〔
訪
問
入
浴
介
護
事
業
〕

・
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
予
防
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス

〔
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
〕

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
実
施

〔
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
〕

・
日
常
生
活
訓
練
や
趣
味
活
動

等
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〔
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

・
定
期
的
な
訪
問
配
食
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

〔
身
障
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

・
身
体
障
害
者
に
入
浴
、
食
事
、

そ
の
他
食
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〔
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
〕

・
施
設
の
適
切
な
貸
館
業
務
と

維
持
管
理

3

事
業
実
施
計
画

１

法
人
在
宅
事
業

２

施
設
通
所
介
護
事
業

３

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業



［単位：千円］

本年度予算額 前年予算(参考) 比較

(Ａ) (Ｂ) (Ａ)－(Ｂ)

2,449 2,548 △ 99
216 296 △ 80

経常経費補助金収入 38,264 42,474 △ 4,210
助成金収入 380 300 80
共同募金配分金収入 1,080 1,224 △ 144
受託金収入 15,542 14,310 1,232
貸付事業収入 1,000 1,000 0
事業収入 6,733 6,110 623
負担金収入 0 490 △ 490
介護保険収入 440,303 424,593 15,710
障害福祉サービス等事業収入 4,118 4,019 99
借入金利息補助金収入 720 817 △ 97
受取利息配当金収入 13 13 0

1,030 1,162 △ 132
511,848 499,356 12,492
353,993 361,906 △ 7,913

事業費支出 74,342 70,894 3,448
事務費支出 53,711 51,583 2,128
貸付事業支出 1,000 1,000 0
助成金支出 320 420 △ 100
負担金支出 348 377 △ 29
支払利息支出 721 817 △ 96

事業活動支出計(2) 484,435 486,997 △ 2,562
事業活動資金収支差額(3)＝(1)-(2) 27,413 12,359 15,054

収

入 施設整備等補助金収入 6,250 6,250 0
施設整備等収入計(4) 6,250 6,250 0

設備資金借入金元金償還支出 6,250 6,250 0
固定資産取得支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務の返済支出 4,660 4,660 0

施設整備等支出計(5) 10,910 10,910 0
施設整備等資金収支差額(6)＝(4)-(5) △ 4,660 △ 4,660 0

収

入 積立資産取崩収入 314 3,900 △ 3,586
その他の活動収入計(7) 314 3,900 △ 3,586

積立資産支出 100 100 0
その他の活動による支出 7,518 6,416 1,102

その他の活動支出計(8) 7,618 6,516 1,102
その他の活動資金収支差額(9)＝(7)-(8) △ 7,304 △ 2,616 △ 4,688

当期資金収支差額(10)=(3)+(6)+(9) 15,449 5,083 10,366
前期末支払資金残高(11) 44,000 44,000 0
当期末支払資金残高(12)＝(10) +(11) 59,449 49,083 10,366

勘 定 科 目

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
の
部

会費収入

寄附金収入

雑収入

支
出
の
部

事業活動収入計(1)

人件費支出

施
設
整
備
等
に
よ
る

収
支

支
出

そ
の
他
の
活
動
に

よ
る
収
支

支
出

社
協
の
予
算
は
、
社
会
福
祉

法
人
の
会
計
ル
ー
ル
で
あ
る
会

計
基
準
に
基
づ
き
、
下
表
の
資

金
収
支
計
算
書
（
表
）
で
作
成

し
て
い
ま
す
。

事
業
活
動
の
収
支
は
、
収
入

総
額
が
、
５
億
１
千
１
８
４
万

８
千
円(

前
年
比
２
．
５
％
増)

。

主
な
内
訳
で
は
、
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
各
種
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
の
増
収
に
よ
り
、

介
護
保
険
収
入
が
１
千
５
７
１

万
円
の
増
、
新
規
２
事
業
の
受

託
に
よ
り
、
受
託
料
収
入
が
１

２
３
万
２
千
円
の
増
で
、
人
件

費
に
係
る
経
常
経
費
補
助
金
収

入
が
４
２
１
万
円
の
減
、
介
護

職
員
初
任
者
研
修
未
実
施
に
よ

る
受
講
料
の
負
担
金
収
入
が
４

９
万
円
の
減
で
す
。
支
出
総
額

が
、
４
億
８
千
４
４
３
万
５
千

円(

前
年
比
０
．
５
％
減
）
。
主

な
内
訳
で
は
、
職
員
の
退
職
・

採
用
な
ど
に
よ
り
人
件
費
支
出

で
７
９
１
万
３
千
円
の
減
、
心

和
園
の
運
営
経
費
や
新
規
事
業

の
受
託
に
よ
り
事
業
費
と
事
務

費
と
も
に
増
額
と
な
り
、
事
業

費
支
出
で
３
４
４
万
８
千
円
の

増
、
事
務
費
支
出
で
２
１
２
万

８
千
円
の
増
で
す
。
収
支
差
額

は
、
前
年
か
ら
１
千
５
０
５
万

４
千
円
増
の
２
千
７
４
１
万
３

千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

施
設
整
備
等
の
よ
る
収
支
で

は
、
前
年
同
額
で
収
支
差
額
が

マ
イ
ナ
ス
４
６
６
万
円
。
そ
の

他
の
活
動
に
よ
る
収
支
で
は
、

資
金
不
足
分
の
積
立
資
産
取
崩

分
が
３
５
８
万
６
千
円
の
減
、

職
員
に
係
る
退
職
金
経
費
で
、

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
支
出
が

１
１
０
万
２
千
円
の
増
、
収
支

差
額
は
、
前
年
か
ら
４
６
８
万

８
千
円
減
の
マ
イ
ナ
ス
７
３
０

万
４
千
円
。
こ
れ
ら
マ
イ
ナ
ス

計
上
を
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

か
ら
補
て
ん
し
、
当
期
資
金
収

支
差
額
は
、
前
年
か
ら
１
千
３

６
万
６
千
円
増
の
１
千
５
４
４

万
９
千
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

4

予
算
の
概
要

平成 29 年度資金収支予算書（全体総括表）



地域福祉実践計画プロジェクトチーム

地域福祉実践計画策定委員会

理事会 ・ 評議員会

計画決定

・前期計画の課題等の整理
・厚岸町との各種事業の調整
・関係団体等からの情報収集、課題整理
・計画の素案の提案

・地域課題やニーズの整理
・計画の基本計画、重点推進項目の検討
・新規、既存事業の実施検討

・計画の審議・承認

地
域
福
祉
実
践
計
画
は
、
道

内
ほ
か
市
町
村
社
協
と
足
並
み

を
合
わ
せ
、
第
１
期
か
ら
第
３

期
ま
で(

昭
和

60
年
～
平
成

19

年
）
、
地
域
福
祉
実
践
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

第
４
期(

平
成

20
年
～

24
年)

か
ら
は
、
全
道
的
に
計
画
策
定

が
一
時
的
に
休
止
す
る
な
か
、

町
で
策
定
す
る
地
域
福
祉
計
画

と
の
連
動
性
を
持
た
せ
、
切
れ

目
の
な
い
計
画
と
し
て
、
第
５

期(

平
成

24
年
～
平
成

28
年)

を

策
定
、
前
５
期
計
画
か
ら
継
承
・

発
展
さ
せ
た
中
長
期
の
行
動
計

画
と
し
て
「
第
６
期
地
域
福
祉

実
践
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
「
わ
が
ま
ち
の
社

協
が
ど
の
よ
う
な
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
か
」

を
地
域
住
民
に
明
ら
か
に
す
る

も
の
で
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣

れ
た
ま
ち
で
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
町
民
が
主

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
指
針
と

な
る
べ
く
、
地
域
住
民
や
福
祉

関
係
団
体
、
福
祉
事
業
者
が
協

働
し
て
地
域
福
祉
推
進
を
進
め

て
い
く
具
体
的
な
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

計
画
の
位
置
づ
け
で
は
、
本

計
画
と
町
が
策
定
し
た
「
地
域

福
祉
計
画
」
は
整
合
性
を
図
り
、

共
有
・
連
動
す
る
も
の
と
し
て

図
の
と
お
り
表
し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間
は
、
平
成

29
年
度

か
ら
平
成

33
年
度
ま
で
の
５
年

間
と
な
り
ま
す
。

計
画
の
策
定
体
制
で
は
、
事

務
局
内
部
で
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
を
６
回
、
自
治
会

ほ
か
福
祉
関
係
団
体
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
策
定
委
員
会
」
を

４
回
開
催
し
、
こ
れ
ら
の
会
議

の
検
討
・
協
議
を
経
て
、
理
事

会
や
評
議
員
会
の
決
議
事
項
と

し
て
決
定
し
た
流
れ
を
フ
ロ
ー

図
で
表
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
名
称
を
「
あ
っ
け
し

地
域
福
祉
実
践
プ
ラ
ン
２
０
１

７
」
、
基
本
理
念
を
「
地
域
か
ら

発
信
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
、
５
つ
の
「
基
本
目
標
」
、
19

項
目
の
「
重
点
推
進
項
目
」
、
82

項
目
の
「
実
践
項
目
・
事
業
名
」

を
枝
分
か
れ
す
る
よ
う
に
設
定

し
て
い
ま
す
。

計
画
に
つ
い
て
は
、

46
ペ
ー
ジ
の
冊
子
と

な
っ
て
い
る
た
め
省

略
し
ま
す
が
、
社
協

窓
口
で
の
計
画
本
書

の
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

t
t
p
:
/
/
a
k
k
e
s

h
i
s
h
a
k
y
o
.
o
r
.
j
p
/

）

で
の
公
開
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
連

絡
・
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
総
務
地
域
課
（
担

当
／
米
内
山
）
℡
52

-

７
７
５
２
】

5

計
画
策
定
の
背
景
と
趣
旨

計
画
の
位
置
づ
け

計
画
期
間

計
画
の
策
定
体
制

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

フロー図（計画の策定体制）

図（計画の位置づけ）



評議員会

（評議員）

【議決機関】

監 事

【監査機関】

理 事 会

（理事）

【業務執行者】

報 告

選任・解任

監 査

議案提出

報 告

社
会
福
祉
法
改
正
が
行
わ
れ
、

平
成

29
年
４
月
１
日
よ
り
、
す

べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
評
議

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
当
協
議
会
に
お
い
て

は
、
従
来
か
ら
評
議
員
会
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
が
、
法
改
正

に
よ
り
、
選
任
方
法
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。

改
正
前
は
、
理
事
会
が
評
議

員
を
選
任
す
る
こ
と
と
定
め
て

い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
、
「
理

事
会
が
評
議
員
を
選
任
す
る
旨

の
定
め
は
無
効
」
と
な
り
、
外

部
委
員
３
名
、
監
事
２
名
、
事

務
局
１
名
に
よ
る
評
議
員
選
任

委
員
会
を
設
置
し
、
選
任
さ
れ

ま
す
。
理
事
会
の
役
割
は
、
同

委
員
会
に
候
補
者
の
推
薦
を
行

う
こ
と
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
図
は
、
評
議
員

が
独
立
し
た
立
場
か
ら
理
事
に

対
し
て
、
け
ん
制
機
能
を
働
か

せ
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

平
成

29
年
３
月

23
日
に
評
議

員
選
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

新
た
に

22
名
の
評
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、

今
回
は
、
よ
く
あ
る
質
問
か
ら

評
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
解
説

し
ま
す
。

法
人
の
議
決
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
役
員
の
選
任
・

解
任
や
事
業
報
告
な
ど
の
重
要

な
事
項
は
評
議
員
会
の
決
議
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
（
表
）

毎
年
度
１
回
の
定
時
評
議
員

会
の
ほ
か
、
通
常
は
毎
年
度
２

～
３
回
程
度
で
す
。
（
※
個
々
の

法
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
）

報
酬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
人

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま
す
が
、

当
会
は
無
報
酬
で
、
会
議
出
席

に
応
じ
て
実
費
弁
償
と
し
て
旅

費
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

評
議
員
会
の
権
限
と
し
て
は
、

次
の
事
項
が
評
議
員
会
の
決
議

が
必
要
な
も
の
と
定
款
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
役
員
の
選
任
及
び
解
任

・
理
事
・
監
事
報
酬
等
の
決
議

・
役
員
報
酬
等
基
準

の
承
認

・
予
算
・
事
業
計
画

の
承
認

・
計
算
書
類
の
承
認

・
定
款
の
変
更

・
解
散
の
決
議

・
合
併
の
承
認

・
社
会
福
祉
充
実
計

画
の
承
認

6

新
た
な
選
任
方
法
で

評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た

（
再
）
＝
再
任
、
（
新
）
＝
新
任

【

】
内
は
、
選
任
母
体

桂
川

和
子
（
再
）
【
民
生
委
員
】

永
堀

善
道
（
再
）
【
民
生
委
員
】

阿
部

勝
治
（
再
）
【
民
生
委
員
】

葛
西

松
子
（
再
）
【
民
生
委
員
】

北
村

誠
（
再
）
【
教
育
団
体
】

森
脇

智
亮
（
再
）
【
文
化
団
体
】

石
川

雅
子
（
再
）
【
福
祉
団
体
】

池
田
由
美
子
（
新
）
【
女
性
団
体
】

小
林

和
子
（
新
）
【
福
祉
団
体
】

阿
部

延
昭
（
再
）
【
福
祉
行
政
】

一
條

稔
（
再
）
【
自
治
会
】

丹
後
谷
耕
一
（
再
）
【
自
治
会
】

塚
田

新
市
（
再
）
【
自
治
会
】

加
賀

章
子
（
再
）
【
自
治
会
】

吉
田
由
喜
子
（
再
）
【
自
治
会
】

遠
藤

利
美
（
再
）
【
自
治
会
】

竹
中

喜
之
（
再
）
【
自
治
会
】

宮
川

真
一
（
再
）
【
自
治
会
】

堀

正
幸
（
再
）
【
自
治
会
】

北
川

勝
雄
（
再
）
【
自
治
会
】

遠
藤

忠
直
（
再
）
【
自
治
会
】

谷
口

弘
（
再
）
【
自
治
会
】

任

期

平
成

29
年
４
月
１
日
か
ら
４
年

以
内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う

ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時
評

議
員
会
の
終
結
の
時
ま
で

新たに２２名の評議員が選任されました

評
議
員
会(
評
議
員)

と
は
？

図 社協の経営組織

年
に
何
回
開
か
れ
ま
す
か
？

ど
の
よ
う
な
権
限
が
あ
り

ま
す
か
？

報
酬
は
あ
る
の
？



距　離（乗車地～降車地） 運　　　賃

３ｋｍ未満 300円

３ｋｍ以上６ｋｍ未満 500円

６ｋｍ以上９ｋｍ未満 700円

９ｋｍ以上１２ｋｍ未満 1,000円

１２ｋｍ以上１５ｋｍ未満 1,500円

１５ｋｍ以上２５ｋｍ未満 2,000円

２５ｋｍ以上３５ｋｍ未満 3,000円

３５ｋｍ以上４５ｋｍ未満 4,000円

４５ｋｍ以上５５ｋｍ未満 5,000円

５５ｋｍ以上６５ｋｍ未満 6,000円

６５ｋｍ以上７５ｋｍ未満 7,000円

７５ｋｍ以上８５ｋｍ未満 8,000円

８５ｋｍ以上９５ｋｍ未満 9,000円

９５ｋｍ以上105ｋｍ未満 10,000円

　対象者とします。

＊距離計算は乗車から降車まの距離を基準とします。

　　（例：ご自宅→病院）

＊乗車地から降車地の距離が１５ｋｍを超えて以降は、その距離が１０ｋｍ

　増すごとに1,000円の運賃が追加されます。

＊乗降車に介助が必要な場合は、別途介護保険、または障害者自立支援法

  の乗降等介助を算定し、運賃に加え自己負担分をお支払いいただきます。

＊障がいや高齢のため一人で公共の交通機関を利用することが困難な方を

こ
れ
ま
で
、
介
護
保
険
・
障

害
自
立
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
乗
降

等
介
助
を
提
供
す
る
際
に
、
運

賃
を
い
た
だ
か
ず
に
車
両
送
迎

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

29
年
５
月
１
日
よ
り
、
新
た
に

運
賃
を
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
変
更
に
よ
り
、
現
在
乗

降
等
介
助
の
利
用
時
の
み
に
提

供
し
て
い
た
車
両
に
よ
る
送
迎

の
対
象
を
一
部
拡
大
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
は
、
運
賃
の
発
生

に
よ
り
、
ご
負
担
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
・
ご
協
力
い
た
だ
き
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
運
賃
表

左
表
の
と
お
り

■
対
象
者

障
が
い
や
高
齢
に
よ
り
、
バ

ス
や
Ｊ
Ｒ
等
の
公
共
輸
送
機
関

の
利
用
が
困
難
な
方
で
、
福
祉

有
償
運
送
の
利
用
登
録
を
行
っ

て
い
る
方

■
利
用
で
き
る
例

①
介
護
保
険
や
障
害
者
自
立
支

援
の
通
院
等
乗
降
等
介
助
の
利

用②
退
院
や
転
院
等
、
介
護
保
険

等
が
適
用
外
の
移
動

③
通
院
等
乗
降
介
助
の
適
用
外

の
外
出

④
厚
岸
町
外
へ
の
通
院

■
使
用
車
両

①
電
動
リ
フ
ト
付
き
ワ
ゴ
ン
車

１
台

②
普
通
乗
用
車
５
台

■
助
成
制
度

本
人
の
状
態
や
利
用
月
額
に

よ
り
、
町
よ
り
助
成
補
助
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
他

曜
日
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は

利
用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

厚
岸
町
社
協
指
定
訪
問
介
護

事
業
所
☎
53-

３
８
１
１

7

福
祉
有
償
運
送

料
金
変
更
の
お
知
ら
せ

運賃表



8

施設の一年を振り返って

特別養護老人ホーム「心和園」と在宅老人デイサービスセンターの運営を１年振り返ってみると、

いろいろな出来事がありました。

平
成

28
年
度
も
終
わ
り
を

告
げ
、
気
持
ち
も
新
た
に
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
昨
年
度
は
、
多
数
の
地

域
住
民
の
方
々
に
、
心
和
園

に
入
所
さ
れ
て
い
る
利
用
者

と
の
地
域
交
流
に
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
厚
岸
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
女
性
部
・
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
ア
ッ
プ
ル
ク
ラ
ブ
・

希
納
美
会
・
桐
生
会
・
映
像

集
団
光
風
・
床
潭
八
木
節
・

和
太
鼓
グ
ル
ー
プ(

鼓
魂
絆

纏)

な
ど
の
団
体
に
は
、
お

忙
し
い
中
足
を
運
び
、
踊
り

や
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
施
設
外
で
も
、

白
浜
自
治
会
の
盆
踊
り
へ
の

参
加
、
真
龍
小
学
校
学
習
発

表
会
の
観
覧
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も

大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
住
民
や
各

団
体
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
三
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る

「
夏
祭
り
」
「
敬
老
会
」
「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
で
も
利
用
者

の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
笑

顔
に
包
ま
れ
、
職
員
も
一
緒

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ロ
ア
貼
替
え
、

イ
ス
入
替
え
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
導
入
に
よ
っ
て
、
施
設
環

境
の
整
備
が
進
み
、
利
用
者

か
ら
も
「
き
れ
い
に
な
っ
た

ね
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
壁
面
の
装
飾
も
新
し

く
し
よ
う
と
、
利
用
者
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
制
作
し
て
い
ま
す
。

平
成

29
年
度
も
職
員
一
丸

と
な
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
、
日
常
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
す
る
支
え
と
な
れ

る
よ
う
、
向
上
心
を
も
っ
て

取
り
組
み
、
利
用
者
が
笑
顔

で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
感
謝

笑
顔
で
楽
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に



太田老人クラブ（会員 47 名）

では、毎月定例会を開催し、会

員同士の親睦を深めています。

２月の定例会に、高齢者が元

気になるようなレクリエーショ

ンと講話の依頼が社協にありま

した。

当日は、36 名の参加者が出迎

えてくれ、活気溢れる会場には

にぎやかな話し声と楽しそうな

会員の笑顔でいっぱいでした。

内容は、これから自治会で取

組む、もしものための「緊急情

報キットかけはし」と｢認知症｣

についての説明を行い、、その後

は身体を使ったゲームを楽しみ

ました。

毎月定例会を行うクラブは少

ないと聞いていますが、末長く

活動が続いていく事を願ってい

ます。

社協では、高齢者の健康維持

や介護予防を目的とした、厚岸

町介護予防普及啓発事業「元気

いきいき教室」を、専門職の協

力を得ながら行っています。

３月２１日に年度最後の事業

が保健福祉総合センターで、午

前は保健師と栄養士から服薬、

食生活等の健康講話を、午後か

らは作業療法士から体操等の講

話が行われ、参加者は真剣に聞

き入り、気になる内容に対し、

質問と助言が交わされました。

平成 29 年度は、４月から湖北

地区、７月から湖南地区と、３ヵ

月間毎に開催します。

レクリエーション、ふまねっ

と、工作、料理、パソコン等、

活動内容が沢山ありますので、

興味のある方は、社協まで連絡

ください。

2 月 12 日、シーサイドインホ

テルあっけしにおいて行われた、

厚岸町自治会連合会新年交流会

において、あんしんサポートセ

ンターあっけし（以下「あんし

んサポート」）の事業説明を行い

ました。

あんしんサポートの成年後見

や権利擁護の事業には、地域住

民の協力や理解が欠かせません

が、このような大勢の自治会の

役員方に対して活動の一端を知っ

てもらうことができ有益な時間

となりました。

あんしんサポートでは、場所

や時間を皆さんの希望に合わせ、

出前による広報活動を行ってい

ます。是非、連絡先まで相談く

ださい。

（連絡先☎68-9955 担当／奈尾、

米内山）
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［ニュース＆トピックス］
ＮＥＷＳ＆ＴＯＰＩＣＳ
☆社協の行催事の他、町内福祉団体の話題などをまとめてお伝えします

笑顔と元気が溢れる
太田老人クラブ定例会

健康維持、介護予防を目指す
元気いきいき教室

[上]訪問した日に初お披露目となっ

たフロアカーリング。チームでの

熱戦が繰り広げられました。

[下]元気いきいき教室で健康

診査を受けることの大切さを

聞く参加者。

自治会の皆さんに広報活動
自治会連合会新年交流会

[上]自治会連合会新年交流会

の場で、あんしんサポートセ

ンターあっけしの周知活動。



厚岸町ボランティアセンター

では、３月４日（土）、ボラン

ティア研修会を社会福祉センター

で開催しました。

この研修会は、地域福祉事業

とそれを支えるボランティアの

育成・強化を目的に、隔年毎に

テーマを変えて開催しています。

当日は、自治会関係者、民生

委員児童委員、同センターに登

録をしている団体ボランティア、

実践者を含む２４名が参加しま

した。

今回は『災害発生後のボラン

ティアの必要性』をテーマに、

厚岸町役場の余西弘希氏の講義

を通して、災害発生後に行政の

取組み、災害救援ボランティア

の役割等を学びました。

講義では、災害の種類、地震

及び風水害の災害歴の説明から

始まり、災害時の行政の対応

（気象庁からの情報収集、防災

無線等を活用した避難指示など）、

災害に備えるための必需品、近

所の声かけや避難誘導等の説明

が行われました。

厚岸町では自主防災を組織し

ている自治会が増加傾向にあり

ますが、指導者が少ない、高齢

者・障がい者への対応への不安

など、課題が沢山あります。

講義を受講して、受講を終え

た参加者それぞれが自分たちに

何ができるのか、過去の災害か

ら、何が必要なのかを考える一

助になったと思います。

厚岸町ボランティアセンター

では、今後も地域特性や独自性

を生かしたボランティア活動に

対して、スキルアップにつなげ

るための研修会を行っていきま

す。

10

会員の笑顔があふれ、子ども

たちの笑い声が響いたファミリー

サポート交流会が、３月１１日

（土）厚岸町子育て支援センター

にて開催されました。

自己紹介から始まった交流会

は、依頼会員３組、両方会員１

組、会員希望者が１組の総勢２

１名の方が参加し、その後、子

育て支援センターの職員による

手あそびや、親子でダンスなど

を通して親子はもちろん、会員

同士もふれあいました。

意見交換会では、来年度の交

流会について話し合い、事務局

の提案にも沢山の意見を頂き、

これを参考に楽しい交流会にし

ていきたいと思います。

地域で支える子育て。

気になった方は、あっけ

し子育てサポートセンター

まで連絡ください。

■あっけし子育て

サポートセンター

■厚岸町梅香２丁目１番地

■電話５２－７７５２

あっけし子育てサポートセンターからのお知らせ

第２回ファミリーサポート交流会が終了しました

災害救援ボランティアの
理解を深め、役割を学ぶ
ボランティア研修会を実施

［上］東日本大震災や、台風による事例を

参考に説明を聞く参加者

[右]提供・依頼会員が
ゲームで一体となり交
流を深めた。



厚岸町ボランティアセンター

は、いつ発生するか分からない

大規模災害を想定し、平常時か

らの取組みとして、ボランティ

アセンター職員が地域に出向き、

レスキューキッチンシステムを

使用した炊き出し訓練を、自治

会の協力をいただきながら行っ

ています。

防災意識を高

め、自治会役員

並びに参加者の

役割を確認する

一助になります

ので、ぜひ協力

をお願いします。
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ボランティア通信

なかよし
２０１７．４
厚岸町ボランティアセンター

088-1115 厚岸町梅香２丁目１番地
ＴＥＬ 0153-52-7752

ＦＡＸ 0153-52-6044

■日 時

開催日は、自治会と調整して決

定します。行事またはサロン活

動に併せての開催、休日、夜間

に行うことも可能ですので、相

談ください。

■場 所

各地区の集会所等の屋外

■費用

無料

■その他

①材料の用意は自治会でお願い

します。立替で職員が用意する

ことも可能ですので、金額また

は人数等を相談ください。

②悪天候になった場合、内容を

一部変更する場合があります。

■問合わせ先

厚岸町ボランティアセンター

（社会福祉センター内）

総務地域課：杉本

ＴＥＬ ５２－７７５２

ＦＡＸ ５２－６０４４

ＭＡＮ ＰＯＷＥＲは、就労

移行支援・就労継続支援Ｂ型事

業所の『ぷらっと』に通所して

いる利用者の有志が、「自分た

ちが何か出来ることはないか」

と立ち上げたボランティアサー

クルです。

主な活動は、厚岸町の観光名

所等の環境美化活動、清掃活動

を行っています。

また、町内で活動をしている

「厚岸町リハビリ友の会」

が開催する事業に参加

協力しています。

年５回開催されてい

る例会では、参加者と

みんなで食事をしたり、

バスに乗って観光地を訪れたり、

楽しく交流をしています。

活動を始めて約５年、お互い

を気遣いできるようになり、こ

の街で生活していくうえで、そ

れぞれの存在が励みになってい

ます。

ＭＡＮ ＰＯＷＥＲは、今後

も、町内団体と連携しながら、

充実した活動を行っていきます。

大規模災害に対応するための
炊き出し訓練を行います

ボランティアセンター
登録団体を紹介します
ＭＡＮ ＰＯＷＥＲ

その１



無料法律相談
ひとりで解決が難しい事案に、

法律専門家の弁護士が無料で

相談に応じます。

■日時／ 4 月 25 日(火)13:30

～ 17:00 （相談時間はひとり

30 分が目安です。）

■場所／社会福祉センター

■担当／釧路弁護士会所属

木名瀬広暁弁護士（根室ひま

わり基金法律事務所）

■その他／事前予約必要

福祉中央相談所
民生委員が無料で福祉相談に

応じます。秘密は守られます

ので安心して相談ください。

■日時／ 5 月 23 日 (火)13:30

～ 15:00

■場所／社会福祉センター１

Ａ会議室

■相談員／民生委員（中野美

津男・木村一博・友田純一）

■問合わせ先／社協総務地域

課☎52-7752

お知らせ情報 TEL 52-7752 FAX 52-6044

編集後記

■早いもので、広報の担当にな

り２年が経ちました。はじめは

自分に務まるのか不安でいっぱ

いでしたが、皆さんのたくさん

の笑顔をお届けできるよう腕を

磨いていきたいと思っています。

「しゃっきー」がより多くの皆さ

んの目に留まり、楽しんでいた

だける紙面づくりを目指してい

きたいと思います。（小笠原）

■「だれのために。どんな目的

で。」地域福祉活動を進める中で、

効率化を追求し、本来の目的を

見失いそうになることがありま

す。第6 期地域福祉実践計画の

基本理念は「地域から発信する

福祉のまちづくり」。時間も手間

もかかる地域福祉活動ですが、

これを念頭に丁寧に進めていき

たいと思います。（米内山）

この広報誌は、赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

「子供の頃は、指折って数を数

えていましたね。ちょっとやっ

てみましょう。」リーダーの掛

け声に合わせ、指を折る運動

の始まりです。両腕を前に出

し、手のひらを広げ、両方の

親指から順番に「1 ～ 10」ま

で数を数えながら指を折って

いきます。最後は両手が「パー」

となり、皆が笑顔になります。

これができると、ステップ

アップして左右違う動きに。

途端に難しくなりますが「間

違えても大丈夫。私も初めは

できなくて、沢山練習しまし

た。」と話すと一様にほっとし

た表情になり笑顔になります。

自治会や老人クラブなどで

サロン活動でやりませんか。

詳しくは、下記まで問い合

せください。

■問合わせ先

社協総務地域課☎52-7752

レクリエーション紹介 エピソード①

厚岸町社協広報誌

２０１７．４／Ｎｏ．１５６

【編集】 広報委員会(以下、委員)
奈尾 和哉 五十嵐愉美
米内山紘輝 山城美奈子
杉本 裕樹 井口 新一
柏木由起子 小笠原晶子

社会福祉法人
厚岸町社会福祉協議会
〒 088-1115 厚岸郡厚岸町梅香 2 丁

目１番地
厚岸町社会福祉センター内

TEL 0153-52-7752
FAX 0153-52-6044

mail info@akkeshishakyo.or.jp

URL http://akkeshishakyo.or.jp/

『指を折って数えよう』

両手を前に出して～「い～ち、に～い！」


